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平成１９年度平成１９年度 冬季モニタリング生物調査結果冬季モニタリング生物調査結果

施工５ヶ月施工５ヶ月（乱積み施工部（乱積み施工部,,２工区）２工区）

～～ １年５ヶ月後１年５ヶ月後((１工区１工区))の状況の状況

平成２０年１月２５－２６日調査実施平成２０年１月２５－２６日調査実施

第第66回「三番瀬評価委員会」回「三番瀬評価委員会」

市川市塩浜護岸改修事業に係るモニタリング手法関連市川市塩浜護岸改修事業に係るモニタリング手法関連

資料－３

千葉県千葉県 河川整備課河川整備課

・青潮時の溶存酸素量
測定（生物環境への影
響把握）

・1工区の完成断面石積のり先。未施工区間の直立護岸前面青潮発生時DO計による測定インパ
クト

・1工区の護岸前面の1箇所
(30日～60日連続観測；

目的とする外力が把握される時点までとする)

・9月（H19）
・3月と4月（H20）
最長2ヶ月×2回/年

波高・流速計
の設置

・波高・波向の計測
・流れの計測

(海底面上約1m)

外力
(波浪
・
流況)

基
礎
情
報

実施時期については、完成後の経過時間と台風後などの状
況を踏まえて決定する。

施工後数回委員、一般市民
参加による
見学会形式

・施工中の周辺域との
景観の調和
・石積へのごみの堆積
状況の把握

地元市（市川、浦安、船橋、習志野）を対象とした
アンケート調査
（調査内容は、護岸検討委員会で検討・決定）

8月（H19）地元自治体住民よ
り無作為抽出のア
ンケートを実施

住民アンケート景観

・1工区、L-2、2工区、乱積み施工部の3箇所における採取
分析4検体
・1箇所当り高、中、低潮帯、のり先の4検体

採取分析

・1及び2工区の中央部に1測線,乱積み施工部に1測線、対照
区として測線L-2の1測線(100m)及び塩浜1丁目の緊急補修部
の計4測線
・石積護岸(斜面上)：方形枠(50㎝×50㎝)による連続目視
観察
・のり先から離岸距離10mまで1m間隔
・のり先から離岸距離10～100mは10m間隔
・第1工区の東側端部の1地点においても観察

施工前：4月(H19)
施工後1ヶ月：9月(H19)

施工後5ヶ月：
1月(H20)

施工後8ヶ月：4月(H20)
※H18年度施工箇所につ
いても同時期に調査

ライントラン
セクト法によ
る観察

潮間帯生物の定着状況
※調査は公開とし、ラ
イントランセクト法に
よる観察は市民との協
働で行うものとする。

生物

・潮間帯生物（目視観測）調査の3測線で10m間隔で採泥
（11検体,緊急補修部は除く）：合計33検体

春季：4月
夏季：8月
の年2回

採泥
・粒度試験

粒径の変化の把握底質

・1工区：岸沖方向100m × 20測線 = 測線延長2,000m
・2工区：岸沖方向100m × 9測線 = 測線延長900m
・L-2対照調査 ：岸沖方向100m × 1測線
※施工範囲の端部周辺地形を捉えるため、施工範囲の両側
に測線を追加する。

春季：4月
夏季：8月
の年2回

地形測量・護岸部の張り出しに
よる周辺への物理的影
響の把握
・洗掘等による周辺地
形の変化の把握等

地形

検

証

項

目

数 量 等時期（間隔）方 法目 的項目
区
分

平成平成1919年度のモニタリング調査計画年度のモニタリング調査計画 1工区：施工後約１年5ヶ月
2工区：施工後約5ヶ月
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平成平成1919年度年度 モニタリング調査位置モニタリング調査位置

33

凡 例

地形測量範囲：沿岸方向約900m（測線間隔20m）×岸沖方向
100m
潮間帯生物（目視観察）
および底質（緊急補修部は除く）×5測線

潮間帯生物（定量採取）3測線×4箇所
(低,中,高潮帯,のり先) 波高・流況（1箇所）

潮間帯生物（目視観察）1地点

潮間帯生物(目視観
察)

▲ 潮間帯動物(採取分
析)

塩浜二丁目

対照調査測線

塩浜一丁目

L-2

緊急
補修部

施工計画区間

2工区
1工区

調査項目：工事区調査項目：工事区域域周辺の周辺の潮間帯生物観察潮間帯生物観察

調査方法：ライントランセクト調査方法：ライントランセクト法を主体とする法を主体とする

調調 査査 日日 ：：施工前施工前 ：：平成平成1188年年44月月11日日

施工後約１ヶ月施工後約１ヶ月 ：平成：平成1818年年99月月2121日日

施工後約施工後約55ヶ月ヶ月 ：平成：平成1919年年11月月2222日日

施工後約施工後約88ヶ月ヶ月 ：平成：平成1919年年44月月1717日日

施工後約施工後約11年年 ：平成：平成1919年年88月月2727日日

施工後約施工後約11年年55ヶ月ヶ月：平成：平成2020年年
11月月2525～～2626日日

作業船

潜水士

50cm

50cm 観察枠観察枠
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水面上で水面上で
ライントランセクト調査の状況ライントランセクト調査の状況

水面下での水面下での
ライントランセクト調査の状況ライントランセクト調査の状況

調査結果



調査当日の海域の状況

1工区石積み護岸前面の水質
(13時10分)

水 温 ： 8.3℃
塩 分 ： 3.2%
溶存酸素量DO ： 7.7mg/L
※夏季H19.8.27の水質は、
水温31.1℃,塩分2.6%,DO7.8mg/L
であった。

1工区石積み護岸の状況

1工区石積み護岸のり先の状況
55

高潮帯～中潮帯の潮間帯生物の状況

高潮帯には、フジツボ類や
タマキビガイが付着していた

高潮帯高潮帯

中潮帯中潮帯

中潮帯中潮帯

中潮帯では大型のマガキの
付着がみられた

66



高潮帯～中潮帯の潮間帯生物の状況

シロスジフジツボ(高潮帯) タテジマフジツボ(高～中潮帯)

ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ(高～中潮帯) マガキ(中潮帯) 77

マガキの着生状況

低潮帯付近の潮間帯生物の状況

低潮帯にも、大型のマガキの、高被度の着生がみられた
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低潮帯付近の潮間帯生物の状況

レイシガイ ケフサイソガニ

ヒザラガイ類

シオミドロ科の一種

99

ウネナシトマヤガイの確認状況
当日の公開調査（施工後約1年5ヶ月後）で、１工区の低潮帯においてウネナシトマ
ヤガイ（千葉県レッドリスト記載種，ランク：A）の生貝2個体を確認した。

ウネナシトマヤガイ
（千葉県レッドリスト記載種，ランク：A）

確認箇所

１工区 

1 工区石積み護岸 

塩浜１丁目
→

塩浜２丁目

ｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶﾞｲ確認箇所 

1工区石積み護岸の平面図と確認箇所 

ﾗ
ｲﾝ
ﾄ
ﾗ
ﾝｾ
ｸ
ﾄ
測
線
 

1010



ウネナシトマヤガイの確認場所の状況

被覆石 被覆石

上からみた状況 ｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶﾞｲ
横からみた状況

3～5ｃｍ程度
被覆石

被覆石

被覆石と被覆石の間、隙間のほとんど無いところで確認した。

※この写真は
類似場所を示す
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ウネナシトマヤガイの確認状況

“採取分析”でも1工区の低潮帯で2個体確認された。

1工区石積み護岸

塩浜１丁目
→

塩浜２丁目

採取箇所(低潮帯)

1工区石積み護岸の平面図と採取箇所

観
察
測
線

石積み低潮帯での定量採取の状況

低潮帯の定量採取の箇所（マガキが高被度に着生している）

分析で確認されたウネナシトマヤガイの個体写真
（観察で確認された個体より小さい。殻長7mm程度）

枠内の生物を採取して持ち帰り、室内分析している
（種の同定、個体数と湿重量を計測する）

1212
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護岸部潮間帯への生物の着生状況護岸部潮間帯への生物の着生状況 ①① 種類数種類数

捨 石

H.W.L. AP+2.10m

L.W.L. AP+0.00m
低潮帯

中潮帯

高潮帯

潮間帯

石積護岸

8.3℃31.1℃14.3℃11.4℃26.0℃12.0℃水温

4
4
3

約1年5ヶ月後

冬季

H20年1月
(石積護岸)

11
8
7

約1年後
夏季

H19年8月

9
6
4

約8ヶ月後
春季

H19年4月

478低潮帯

3
2

約1ヶ月後
秋季

H18年9月

43中潮帯

54高潮帯

約5ヶ月後
冬季

H19年1月

施工前

春季

H18年3月
(直立護岸)

１工区における施工後の潮間帯動物の種類数比較（ライントランセクト法）

種類数／0.25㎡
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70

80

H18年4月 H18年9月 H19年1月 H19年4月 H19年8月 H20年1月

施工前 1ヵ月後 5ヵ月後 8ヵ月後 1年後 1年5ヵ月後

被
度
（％
）

マガキ イワフジツボ シロスジフジツボ タテジマフジツボ ヨーロッパフジツボ

－

－

8

4－－－12
アラレタマ
キビガイ

8

164

－

－

－－－フナムシ

－－64
タマキビガ
イ

個体数／㎡

１工区における潮間帯動物の定着状況（高潮帯）

1414

石
積
護
岸
へ
改
修
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50

60

70

80

H18.4.1 H18.9.21 H19.1.22 H19.4.17 H19年8月 H20年1月

施工前 1ヵ月後 5ヵ月後 8ヵ月後 1年後 1年5ヵ月後

被
度
（
％
）

マガキ イワフジツボ シロスジフジツボ タテジマフジツボ ヨーロッパフジツボ

－－4－－－ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ

4

－

－

－

－

32

－

36－－12－フナムシ

96－－－4ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ

128－－12イボニシ

－－4－－スジエビ属

2024－－－ﾔﾄﾞｶﾘ類

－－－－－ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目

－－4－－ヒラムシ目

１工区における潮間帯動物の定着状況（中潮帯）

石
積
護
岸
へ
改
修

個体数／㎡
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10

20

30

40

50

60

70

80

H18.4.1 H18.9.21 H19.1.22 H19.4.17 H19年8月 H20年1月

施工前 1ヵ月後 5ヵ月後 8ヵ月後 1年後 1年5ヵ月後

被
度
（
％
）

尋常海綿綱 カンザシゴカイ科 マガキ タテジマフジツボ

16

8

4

4ﾋﾗｲｿｶﾞﾆ

20ウスカラシオツガイ

16884ﾔﾄﾞｶﾘ類

4ｽｼﾞｴﾋﾞﾓﾄﾞｷ

324488ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ

4ウネナシトマヤガイ

844イボニシ

164ｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲ

4アサリ

4レイシガイ

4シロボヤ

4アカニシ

１工区における潮間帯動物の定着状況（低潮帯）※魚類は除く。 個体数／㎡

16
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護
岸
へ
改
修



0

20

40

60

80

H18年4月 H18年9月 H19年1月 H19年4月 H19年8月 H20年1月

施工前 1ヵ月後 5ヵ月後 8ヵ月後 1年後 1年5ヵ月後

被
度
（
％
）

アオサ属の一種 ハネモ属の一種 イギス科の一種

0

20

40

60

80

H18年4月 H18年9月 H19年1月 H19年4月 H19年8月 H20年1月

施工前 1ヵ月後 5ヵ月後 8ヵ月後 1年後 1年5ヵ月後

被
度
（
％
）

アオノリ属の一種 アオサ属の一種 藍藻綱の一種

１工区における潮間帯１工区における潮間帯植物の定着状況の定着状況

中潮帯

低潮帯

高潮帯 高潮帯は、施工前、施工後とも潮間帯植物はみられない。高潮帯は、施工前、施工後とも潮間帯植物はみられない。

出現
なし

出現
なし

石
積
護
岸
へ
改
修

石
積
護
岸
へ
改
修
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その他 ～乱積み施工部～
（施工後約５ヶ月）の状況

高潮帯の石表面に高潮帯の石表面に
付着するフジツボ類付着するフジツボ類

低潮帯では殻長の大きいマガキが
高被度に付着していた

中潮帯のマガキ及びフジツボ類中潮帯のマガキ及びフジツボ類

18



その他 ～2工区～
（施工後約５ヶ月）の状況(1/26調査)

高潮帯のシロスジフジツボ高潮帯のシロスジフジツボ

中潮帯のマガキ中潮帯のマガキ
低潮帯のマガキと低潮帯のマガキと
シオミドロ科の一種シオミドロ科の一種

夏季調査(H19年8月27日)より、マガキや
フジツボ類の個体が大きく、かつ被度が高く
なっていた。

19

工事1年５ヶ月後までの潮間帯生物の
定着状況について

石積み護岸の潮間帯生物の“種類数”は、再定着が
進み、季節変動を繰り返しながら、改修前と同程度ま
で回復がみられる。

潮間帯生物の“個体数や被度”は、高潮帯の優占種
（フジツボ類）や被度に変動がみられる。中潮帯およ
び低潮帯についてはマガキが優占し、その間隙を利
用する生物も改修前と同程度、またはそれ以上の個
体数まで回復している。

千葉県レッドリスト記載種,ランクAのウネナシトマヤガ
イについては、施工1年後の夏季に１個体、１年5ヶ月
後の冬季に複数箇所で確認された。

20



三番瀬評価委員会における意見への対応

「平成２０年度以降の環境監視手法の改善に「平成２０年度以降の環境監視手法の改善に
当たり留意すべき事項当たり留意すべき事項 」」へのへの対応対応

21

⇒ハビタットの機能と合わせて長期的な変化・変遷を把握する手法は、
現時点では確立されていないため、調査手法の検討を含めて、モニタリング
を継続していく。

今後、護岸が長期にわたってハビタットとして機能することを確認するため、今後、護岸が長期にわたってハビタットとして機能することを確認するため、

５年を超える期間の変化や変遷を後で比較し把握できるような手法（例えば、５年を超える期間の変化や変遷を後で比較し把握できるような手法（例えば、
バイオマスや生産量の観測）を今から検討して、モニタリングを行うこと。バイオマスや生産量の観測）を今から検討して、モニタリングを行うこと。

潮間帯生物群集の形成過程にあることから、種別の個体数把握や定点での潮間帯生物群集の形成過程にあることから、種別の個体数把握や定点での
写真撮影など、写真撮影など、生物群集の形成と成熟の状況を引き続き監視すること生物群集の形成と成熟の状況を引き続き監視すること。。

マガキを主体とした潮間帯生物群集が、改修後の石積護岸の潮間帯に
定着し、カキ殻の間隙が他の生物の隠れ場、産卵場などに利用され潮間
帯のハビタットとして機能すること。

目標達
成基準１

生物群集の形成と成熟の状況
を引き続き監視すること。

５年を超える期間の変化や変遷を後で
比較し把握できるような手法を今から
検討して、モニタリングを行うこと。

（”目標達成基準１” 関係）

22

（１）意見に対する対応方針



（”目標達成基準１” 関係）つづき

新しい壁面が海の中に提供され、従来の直立面が傾斜面となることで、新しい壁面が海の中に提供され、従来の直立面が傾斜面となることで、外来種外来種

の侵入が助長され、ひいてはマガキを主体とした生物群集の形成に影響を及ぼの侵入が助長され、ひいてはマガキを主体とした生物群集の形成に影響を及ぼ
すかどうか上記監視結果の解析にあたって注意が必要。すかどうか上記監視結果の解析にあたって注意が必要。

⇒外来種の出現動向に注意してモニタリングを継続する。

23

（”目標達成基準2” 関係）

観察された地形変動が、季節的変動なのかどうか確認できるようなモニタリング観察された地形変動が、季節的変動なのかどうか確認できるようなモニタリング
が必要であるので、が必要であるので、複数年にわたってデータを蓄積し比較検討すること。複数年にわたってデータを蓄積し比較検討すること。
工事延長が伸びることに伴い、工事延長が伸びることに伴い、澪筋から少し沖合までの地形変化を広く把握して澪筋から少し沖合までの地形変化を広く把握して
おくこと。おくこと。

⇒澪筋部を含む現在の地形測量を継続する。また、沖合の地形変化をモニターする測線

を3ライン設定し、測線延長を沖合500mまで延ばす。

工事延長が伸びることに伴い、護岸改修工事実施箇所以外の工事の影響がない工事延長が伸びることに伴い、護岸改修工事実施箇所以外の工事の影響がない
場所に、新たに対照測線を設けること。場所に、新たに対照測線を設けること。

⇒対照測線を工事区域外に設定する。

深浅測量（20m間隔×45測線）

H20年度：356m

L-2

潮間帯生物（定量採取）
乱積み部：4箇所

深浅測量（20m間隔×45測線）

H20年度：356m

L-2

潮間帯生物（定量採取）
乱積み部：4箇所

季節的な地形変動かどうか
確認できるよう、複数年に
わたってデータを蓄積し比
較検討すること。

工事延長が伸びることに伴い、
澪筋から少し沖合までの地形変
化を広く把握しておくこと。

工事の延伸に伴い、対照測線を
工事区域外に設ける必要あり

24

H19地形測量範囲
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陸と海の連続性の一因子として地下水のつながりがあり、これについても事業の陸と海の連続性の一因子として地下水のつながりがあり、これについても事業の

進展に応じてモニタリングを工夫されたい。進展に応じてモニタリングを工夫されたい。

（”目標達成基準 親水性” 関係）

⇒必要に応じて、既往のボーリング調査孔を使用して地下水位の観測を行う。

（”その他” 関係）

石積護岸の場合、ごみ漂着の問題が発生する可能性があるため、今後の検討石積護岸の場合、ごみ漂着の問題が発生する可能性があるため、今後の検討

課題とすること。課題とすること。

⇒アンケート項目の今後期待することや、自由意見には“ごみの少ない海岸”を求
める意見が比較的多く、台風後に流木等のごみの集積もみられたことから、石積
護岸にした場合、ごみの問題が発生することに関して、今後の検討課題とする。

・第１工区の完成断面石積のり先。未施工区間の直立護岸前面青潮発生時DO計による
測定

青潮時の溶存酸素量測定
生物環境への外力把握を目的とする。

・測線No.82の護岸前面の1箇所
(30日～60日連続観測；
目的とする外力が把握される時点までとする)

・9月と10月
・3月と4月
最長60日

×2回/年

波高・流速
計の設置

物理環境への外力(波、流れ)把
握を目的とする。
・波高・波向の計測
・流れの計測(海底面上約1m)

波浪・
流況検

証
材
料

・既往の調査結果の整理と、今年度、別途実施されている自然環境調査結果を用いて、水鳥への
工事の影響を考慮する必要があるかどうかを含めて、検討を行う。

水鳥の場の利用への影響の有無
を把握する。

水鳥

・平成19年度護岸検討委員会で植栽の位置、植栽種の選定等を
検討

・植物種、生育密度、生育範囲等を追跡調査

平成20年度中暴露試験被覆石の緑化に適用可能な、植
物の種類の選定を行う。

緑化

・測線No.82、H19年度乱積施工箇所、L-2、No.46、対照測線L-3
の5箇所における採取分析4検体

・1箇所当り高、中、低潮帯、のり先の4検体

採取分析

・測線No.82、H19年度乱積施工箇所、L-2、No.46、対照測線L-3
の計5測線

・石積護岸(斜面上)：方形枠(50㎝×50㎝)による連続目視観察
・高潮帯から護岸のり先まで1m間隔
・旧護岸法線より30～100mは10m間隔
・石積護岸の東側端部の1地点においても観察
・H19年度乱積施工箇所は潮間帯のみ観察

春季：4月(H20)
夏季：9月(H20)
冬季：1月(H21)
の年3回

ライントラ
ンセクト法
による観察

潮間帯生物の定着状況
※調査は公開とし、ライントラ
ンセクト法による観察は市
民との協働で行うものとす
る。

生物

・測線No.82、L-2、No.46、対照測線L-3の岸沖方向100mの4測線
で10m間隔で採泥（10検体）：合計40検体

・測線No.82、L-2、対照測線L-3の岸沖方向500mの3測線では、
沖合150m,200m,300m,400m及び500mの5地点で採泥：合計15検
体

春季：4月
秋季：9月
の年2回

採泥・粒度
試験

粒径の変化の把握底質

・護岸改修範囲の岸沖方向100m ×(43測線) = 測線延長4,300m
・測線No.82、L-2、対照測線L-3の

岸沖方向500m×( 3測線) = 測線延長1,500m
・石積護岸の東側端部脇の4地点

春季：4月
秋季：9月の年2回
東側端部脇は年2
回＋ｲﾍﾞﾝﾄ(台風等
の高波)後

地形測量・護岸部の張り出しによる周辺
への物理的影響の把握

・洗掘等による周辺地形の変化
の把握等

地形

検
証
項
目

数 量 等時期（間隔）方 法目 的項目区分

※測線名称の『No.82』は平成19年度モニタリング計画の旧名称で「1工区」と同じ測線、同じく『No.46』は旧名称で「2工区」と同じ測線である。

※青字部分がH19年度からの変更内容である。 26（２） 平成20年度のモニタリング調査計画



平成20年度に追加する項目については、赤色の凡例
記号で示し、平成19年度から継続する項目について
は黒字の凡例記号で示した。

深浅測量（20m間隔×43測線）

H20年度：356m

地形測量では、
施工範囲の端
部周辺地形を
捉える。

深
浅
測
量
50
0m

対照測線
L-3

測線No.46
(旧・2工区)

測線L-2
(旧・対照測線)

測線No.82
(旧・1工区)

地形測量範囲：測線延長4,300m（岸沖方向100m×43測線）

地形測量測線：測量延長1,500m（岸沖方向500m×3測線）
及び底質採取(沖合100mから50m及び100m間隔)

潮間帯生物（ﾗｲﾝﾄﾗﾝｾｸﾄ法）及び底質採取(10m間隔)
×5測線（乱積み部は石積み潮間帯のみ）

又は、

又は、

凡 例
潮間帯生物（定量採取）5箇所×4検体
（高，中，低潮帯，のり先）

潮間帯生物（定点目視観察）1箇所

波高・流況 1箇所

緑化試験

深
浅
測
量
50
0m

深
浅
測
量
50
0m

H16年度環境基礎調査のL-3から
80m西側へ移動した測線

(３) 平成20年度 モニタリング調査位置 27

意見：工事の延伸に伴い、対照測線を工
事区域外に設ける必要あり

対応：対照測線を工事区域外に設定する。 意見：工事延長が伸びることに伴い、
澪筋から少し沖合までの地形変
化を広く把握しておくこと。

対応：沖合の地形変化をモニターする
測線を3ライン設定し、測線延
長を沖合500mまで延ばす。



 

 

 

 

 

 

資 料 編 

(平成 20年 1月 25日～26日の冬季モニタリング 

生物調査の観察野帳及び分析結果) 
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表－資料－1. 潮間帯生物の観察結果(1 工区完成形 測線 No.82，平成 19 年 1 月 25 日) 
調査日時：平成20年1月25日　9:30～14:00
単　　　位：個体/0.25ｍ

２
，被度（％）

離岸距離（ｍ）

生息孔　（直径） 推定種

0.3cm未満　 多毛類 6 8 4 2 7

0.3～1.0cm　 ｱﾅｼﾞｬｺ類 2 6 3 1

1.0～2.0cm　 ｱﾅｼﾞｬｺ類 1 4 9 4

2.0cm以上　 ｶﾆ類、ﾊｾﾞ類 1

1.0cm未満  噴火口型　 ｽﾅﾓｸﾞﾘ類、多毛類 1

1.0～2.0cm 噴火口型　 ｽﾅﾓｸﾞﾘ類、ｱﾅｼﾞｬｺ類

植物 門 出現種

1 緑藻植物 アオノリ属の一種 +

2 褐藻植物 シオミドロ科の一種 + 5 + 40 20 + + + + + +

3 紅藻植物 オゴノリ属の一種 +

4 イギス科の一種 + +

5 イトグサ属の一種 +
動物 門 出現種

1 海綿動物 * +

2 刺胞動物 2 1

3 1 1 1

4 環形動物 * + +

5 軟体動物 1 1

6 2 16 15 8

7 1 1

8 1 1 2 1 1

9 1 2

10 1

11 1 1 2

12 * + 30 30 10 30 70 50 70 50

13 2 1 1 1 5 2 2

14 1 1

15 2 1

16 節足動物 * + + 50 + +

17 * + + + +

18 * +

19 フナムシ 1

20 1

21 1 8 2 4 1 1 2 1 1 1

22 1 1

23 1

24 1 4 3 4 1

25 原索動物 1

26 1
動物 門 遊泳魚介類

1 脊椎動物 2

2 1

3 1

3 4 3

１）植物および*印の付いている動物は被度（％）を示し、その他の動物および遊泳魚介類は個体数を示す。
２）遊泳魚介類は、観察枠内、およびその周辺で出現したものを記載した。
３）魚類の（）内は全長（㎝）を示す。
４）+は被度５％未満を示す。
５）生息孔の推定種は、各区分で多いと思われるものを示した。

ヒメシラトリガイ

アカガイ

ホンビノスガイ

サルボウガイ

13 14 19 4020
18.4
Ｍ

15 16 17 18 5021 3025
22
Ｌ

22 23 24 10060 70 80 9011

尋常海綿綱

クロガネイソギンチャク

タマキビガイ

ヒザラガイ類

カンザシゴカイ科

アラムシロガイ

10

シマメノウフネガイ

レイシガイ

15.3
Ｈ

シロボヤ

異尾亜目（ヤドカリ類）

ケフサイソガニ

シロスジフジツボ

マガキ

アサリ

イワフジツボ

イソギンチャク目

12

タテジマフジツボ

チチブ属（5）

スジエビ属

カタユウレイボヤ

イダテンギンポ（5）

シマハゼ類（5）

イッカククモガニ

イソガニ
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表－資料－2. 潮間帯生物の観察結果(1 工区乱積み部 測線 No.81，平成 19 年 1 月 25 日) 

調査日時：平成20年1月25日　14:30～15:00、1月26日　8：20～8：50
単　　　位：個体/0.25ｍ２，被度（％）

離岸距離（ｍ）

生息孔　（直径） 推定種

0.3cm未満　 多毛類 31

0.3～1.0cm　 ｱﾅｼﾞｬｺ類 2

1.0～2.0cm　 ｱﾅｼﾞｬｺ類 2

2.0cm以上　 ｶﾆ類、ﾊｾﾞ類

1.0cm未満  噴火口型　 ｽﾅﾓｸﾞﾘ類、多毛類

1.0～2.0cm 噴火口型　 ｽﾅﾓｸﾞﾘ類、ｱﾅｼﾞｬｺ類

植物 門 出現種

1 藍藻植物 藍藻綱の一種 + + +

2 緑藻植物 アオノリ属の一種 +

3 褐藻植物 シオミドロ科の一種 + + + + + 20
動物 門 出現種

1 海綿動物 * + +

2 刺胞動物 2

3 1 2 3

4 環形動物 * +

5 軟体動物 3 3

6 1

7 5 1

8 1

9 * + + + + + + 5 60 50 + +

10 2

11 節足動物 * + + +

12 * + + + + +

13 * +

14 ○

15 スジエビ属 1

16 1 7 1

17 3 2 1
動物 門 遊泳魚介類

1 脊椎動物 1

2 1 4

１）植物および*印の付いている動物は被度（％）を示し、その他の動物および遊泳魚介類は個体数を示す。
２）遊泳魚介類は、観察枠内、およびその周辺で出現したものを記載した。
３）魚類の（）内は全長（㎝）を示す。
４）+は被度５％未満を示す。
５）生息孔の推定種は、各区分で多いと思われるものを示した。
６）アミ科の○は群れの出現を示す。

23

クロガネイソギンチャク

ケフサイソガニ

イソギンチャク目

アサリ

尋常海綿綱

レイシガイ

シマメノウフネガイ

カンザシゴカイ科

17

異尾亜目（ヤドカリ類）

シロスジフジツボ

マガキ

イワフジツボ

アミ科

2218 19 20
20.5
L

21
18
M

チチブ属（5）

1612

アラムシロガイ

14.8
H

1413

タマキビガイ

15

タテジマフジツボ
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表－資料－3. 潮間帯生物の観察結果(2 工区 測線 No.46，平成 19 年 1 月 26 日) 

調査日時：平成20年1月26日　9:20～11:
単　　　位：個体/0.25ｍ

２
，被度（％）

離岸距離（ｍ）

生息孔　（直径） 推定種

0.3cm未満　 多毛類 7 15 140 49 123 215 134 10 74 12

0.3～1.0cm　 ｱﾅｼﾞｬｺ類

1.0～2.0cm　 ｱﾅｼﾞｬｺ類

2.0cm以上　 ｶﾆ類、ﾊｾﾞ類

1.0cm未満  噴火口型　 ｽﾅﾓｸﾞﾘ類、多毛類 1

1.0～2.0cm 噴火口型　 ｽﾅﾓｸﾞﾘ類、ｱﾅｼﾞｬｺ類

植物 門 出現種

1 緑藻植物 + + + + +

2 + +

3 褐藻植物 10 20 10 50 80 60 + 10 + + + 20 20

4 紅藻植物 +
動物 門 出現種

1 刺胞動物 1

2 1

3 軟体動物 1 1

4 1

5 2 1

6 * + 5 5 20 60 50 30 30 20 20

7 2

8 1

9 節足動物 * + + + + +

10 * + + +

11 フナムシ 1

12 1 1 1 1

13 原索動物 1

14 1

3 2 3

１）植物および*印の付いている動物は被度（％）を示し、その他の動物および遊泳魚介類は個体数を示す。
2）+は被度５％未満を示す。
3）生息孔の推定種は、各区分で多いと思われるものを示した。

シオミドロ科の一種

アオサ属の一種

ホンビノスガイ

クロガネイソギンチャク

10060 70 80 90508 9 14 20 403010 13
11.9
Ｌ

海鞘亜綱（単体ホヤ類）

10.1
Ｍ

11

トゲアメフラシ

5 6

マンハッタンボヤ

シロスジフジツボ

タテジマフジツボ

サルボウガイ

12

ヒメシラトリガイ

異尾亜目（ヤドカリ類）

イソギンチャク目

7
7.9
Ｈ

アオノリ属の一種

マガキ

アラムシロガイ

オゴノリ属の一種
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表－資料－4. 潮間帯生物の観察結果(対照測線 L-2 測線 No.58，平成 19 年 1 月 26 日) 

 
調査日時：平成20年1月26日　12:30～14:00
単　　　位：個体/0.25ｍ

２
，被度（％）

離岸距離（ｍ）

生息孔　（直径） 推定種

0.3cm未満　 多毛類 4 8 13 6 13 11 12 16 11 8 9 5 164 21 73 54 13 6 71 5

0.3～1.0cm　 ｱﾅｼﾞｬｺ類 6 15 3 6 3 3 2 5 2 3 1

1.0～2.0cm　 ｱﾅｼﾞｬｺ類 2 1 2 1 1 2 2

2.0cm以上　 ｶﾆ類、ﾊｾﾞ類 1 1

1.0cm未満  噴火口型　 ｽﾅﾓｸﾞﾘ類、多毛類

1.0～2.0cm 噴火口型　 ｽﾅﾓｸﾞﾘ類、ｱﾅｼﾞｬｺ類

植物 門 出現種

1 緑藻植物 + +

2 + +

3 + +

4 +

5 褐藻植物 + + 5 + + + + + 5 10 + 40 + + 20 30

6 紅藻植物 +

7 +
動物 門 出現種

1 海綿動物 * + +

2 刺胞動物 1

3 2 1 1

4 1 1 1

5 環形動物 * + +

6 軟体動物 ヒザラガイ類 1

7 4

8 23 1

9 2

10 3 1

11 5 1 1

12 1

13 3 1 1 1 1

14 * + 5

15 1

16 3 1

17 6 24 27 29 11 3 3 4 2 1

18 節足動物 * 10

19 アミ科 ○

20 2 1 3 1 3 2 1 1

21 3

22 2 1 1 1 1 1 1

23 1

24 原索動物 1

3 7 4

１）植物および*印の付いている動物は被度（％）を示し、その他の動物および遊泳魚介類は個体数を示す。
2）+は被度５％未満を示す。
3）生息孔の推定種は、各区分で多いと思われるものを示した。
4）アミ科の○は群れの出現を示す。

ハネモ属の一種

イギス科の一種

オゴノリ属の一種

シオミドロ科の一種

タマキビガイ

尋常海綿綱

イッカククモガニ

76

タテジマイソギンチャク

0

クロガネイソギンチャク

2 3 4

アオノリ属の一種

アオサ属の一種

10060 70 80 90508

ホンビノスガイ

イボニシ

アラムシロガイ

サルボウガイ

ウネナシトマヤガイ

カノコキセワタ

マガキ

マンハッタンボヤ

異尾亜目（ヤドカリ類）

イワフジツボ

アサリ

ヒライソガニ

ケフサイソガニ

9 10 20 40301 5
7.2
Ｌ

レイシガイ

Ｍ

アラレタマキビガイ

Ｈ

イソギンチャク目

カンザシゴカイ科

シオグサ属の一種



 
資－5

表－資料－5. 潮間帯生物の定量採取の分析結果(定量採取日：平成 19 年 1 月 25 日,26 日) 

 

調査年月日：平成20年1月25,26日
調査方法：枠取り（50×50㎝）

単　　位：個体、g/0.25㎡
測　点

No. 門 科 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
1 刺胞動物 ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ Haliplanella lineata ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ 13 0.37

2 不明 Actiniaria ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 1 0.03 1 0.04 1 0.05 12 1.96 3 0.26
3 へん形動物 不明 Polycladida ﾋﾗﾑｼ目 5 0.01 5 0.15 1 0.06

4 ひも形動物 不明 NEMERTINEA ひも形動物門 2 0.01
5 環形動物 ｳﾛｺﾑｼ Harmothoe  sp. Harmothoe属 3 + 1 + 1 + 1 +

6 Lepidonotus dentatus ﾊﾓﾁｳﾛｺﾑｼ 1 0.01
7 Lepidonotus tenuisetosus ﾌｻｳｽｳﾛｺﾑｼ 12 0.36

8 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ Eteone  sp. Eteone属 1 + 1 + 1 0.01

9 Genetyllis  sp. Genetyllis属 5 0.06
10 Eulalia  sp. Eulalia属 1 0.02 2 0.02 1 0.01 2 0.02

11 Eumida  sp. Eumida属 1 + 1 0.01 2 0.01
12 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus  sp. Ophiodromus属 11 0.02 1 + 5 0.03

13 ｶｷﾞｺﾞｶｲ Sigambra phuketensis ｸｼｶｷﾞｺﾞｶｲ 2 +
14 ｼﾘｽ Typosyllis adamanteus kurilensis ｼﾛﾏﾀﾞﾗｼﾘｽ 1 0.01 1 0.01 1 0.01

15 ｺﾞｶｲ Ceratonereis erythraeensis ｺｹｺﾞｶｲ 1 + 5 0.03 1 + 1 0.01 6 0.09
16 Pseudonereis variegata ﾃﾞﾝｶﾞｸｺﾞｶｲ 35 3.55 1 0.01 1 0.03 21 1.10

17 Neanthes succinea ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ 73 1.19 4 0.02 1 0.01 25 0.33 19 0.10 68 1.77 137 2.83 68 0.61

18 Nereis heterocirrata ﾋｹﾞﾌﾞﾄｺﾞｶｲ 23 1.19 1 0.02 29 3.80

19 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys polybranchia ﾐﾅﾐｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ 2 + 3 0.01
20 ﾁﾛﾘ Glycera  sp. Glycera属 3 0.05 5 0.25 1 0.05

21 ﾆｶｲﾁﾛﾘ Glycinde  sp. Glycinde属 1 0.01
22 ﾅﾅﾃｲｿﾒ Diopatra sugokai ｽｺﾞｶｲｲｿﾒ 1 +

23 ｲｿﾒ Marphysa sanguinea ｲﾜﾑｼ 2 0.07 3 0.80 4 7.44 1 0.05
24 ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Scoletoma longifolia ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ 1 0.01 5 0.05

25 ｽﾋﾟｵ Aonides oxycephala ｹﾝｻｷｽﾋﾟｵ 1 +
26 Paraprionospio  sp. Type A ﾖﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵA型 3 0.01 1 + 5 0.06

27 Polydora  sp. Polydora属 2 0.01 3 + 1 + 3 + 1 + 6 0.01
28 Prionospio pulchra ｲﾄｴﾗｽﾋﾟｵ 4 +

29 Pseudopolydora  sp. Pseudopolydora属 1 + 1 +

30 Rhynchospio  sp. Rhynchospio属 2 + 4 0.01
31 Scolelepis  sp. Scolelepis属 2 0.03 1 0.01

32 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Cirriformia tentaculata ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 5 0.07 24 0.61 11 0.69 1 0.01 3 0.05 8 0.10 1 0.01
33 Tharyx sp. Tharyx属 33 0.81 9 0.26 146 1.33 3 0.03

34 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ Armandia sp. Armandia属 1 + 6 0.02
35 ｲﾄｺﾞｶｲ Capitella sp. Capitella属 1 + 1 + 10 0.02 1 +

36 Heteromastus sp. Heteromastus属 1 + 38 0.15
37 Mediomastus sp. Mediomastus属 2 0.01 1 + 2 0.01 10 0.03 6 0.02

38 ﾁﾏｷｺﾞｶｲ Owenia fusiformis ﾁﾏｷｺﾞｶｲ 1 0.02
39 ｶﾝﾑﾘｺﾞｶｲ Sabellariidae ｶﾝﾑﾘｺﾞｶｲ科 1 +

40 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ Hydroides ezoensis ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ 3 0.05 1 0.02 1 + 2 0.04
41 触手動物 ﾎｳｷﾑｼ Phoronis  sp. Phoronis属 1 +

42 軟体動物 ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ Acanthochitona achates ﾋﾒｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ 6 1.53 5 2.00
43 ﾀﾏｷﾋﾞ Littorina brevicula ﾀﾏｷﾋﾞ 2 0.12 65 5.44 203 1.24 10 0.81

44 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ Crepidula onyx ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ 21 15.29 1 0.52

45 ﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ Stenothyra edogawensis ｳﾐｺﾞﾏﾂﾎﾞ 30 0.01 30 0.07
46 ｱｯｷｶﾞｲ Thais clavigera ｲﾎﾞﾆｼ 9 41.92

47 ﾑｼﾛｶﾞｲ Reticunassa festiva ｱﾗﾑｼﾛ 2 1.30
48 ﾌﾈｶﾞｲ Scapharca kagoshimensis ｻﾙﾎﾞｳｶﾞｲ 1 28.70 9 90.43 3 21.94

49 ｲｶﾞｲ Xenostrobus securis ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 5 0.27 1 0.03 2 0.05 5 0.35
50 Musculista senhousia ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 1 0.03 54 0.46 21 0.22 20 0.28

51 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ Crassostrea gigas ﾏｶﾞｷ 3 4.97 178 683.40 50 1,206.86 1 0.12 55 61.03 12 27.02 29 13.67 59 122.37 155 396.00
52 ﾆｯｺｳｶﾞｲ Macoma incongrua ﾋﾒｼﾗﾄﾘ 14 3.93 10 4.53 5 0.17 2 4.86

53 ｱｻｼﾞｶﾞｲ Theora fragilis ｼｽﾞｸｶﾞｲ 14 0.25 3 0.04 3 0.02
54 ﾌﾅｶﾞﾀｶﾞｲ Trapezium liratum ｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶﾞｲ 2 0.07 2 15.39

55 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ Petricola  sp. cf. lithophaga ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 6 0.40 1 0.03 1 0.37
56 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ Mercenaria mercenaria ﾎﾝﾋﾞﾉｽｶﾞｲ 26 4.23 26 36.20 2 0.12

57 Phacosoma japonicum ｶｶﾞﾐｶﾞｲ 19 2.23 3 1.82 1 1.58
58 Ruditapes philippinarum ｱｻﾘ 1 0.39 149 2.44 55 0.99 90 515.32 3 4.78

59 節足動物 ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ Chthamalus challengeri ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ 308 9.61 608 27.84 960 1.76
60 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanus albicostatus ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ 28 3.68 86 5.35 288 18.80

61 Balanus amphitrite ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ 1,220 136.20 7 0.38 40 1.64 1 0.02

62 Balanus improvisus ﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｼﾞﾂﾎﾞ 3 0.12 22 1.61
63 ｱﾐ Mysidae ｱﾐ科 3 0.02

64 ｸｰﾏ Diastylidae ｸｰﾏ科 1 + 2 +
65 ﾀﾅｲｽ Zeuxo normani ﾉﾙﾏﾝﾀﾅｲｽ 6 + 1 + 49 0.01 4 + 403 0.07 172 0.05

66 ｺﾂﾌﾞﾑｼ Gnorimosphaeroma rayi ｲｿｺﾂﾌﾞﾑｼ 1 0.05 11 0.29
67 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ Ampithoe  sp. Ampithoe属 8 0.01 50 0.05 1 + 20 0.10 2 0.02 69 0.15 2 0.01

68 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ Corophium acherusicum ｱﾘｱｹﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ 31 0.02 154 0.04 3 + 7 0.01 53 0.02 6 0.01 898 0.78 23 0.43
69 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ Grandidierella japonica ﾆﾎﾝﾄﾞﾛｿｺｴﾋﾞ 19 0.07 30 0.13 2 0.01 21 0.10 8 0.02 13 0.07

70 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ Hyale barbicornis ﾌｻｹﾞﾓｸｽﾞ 6 0.01 1 0.01 6 0.07
71 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ Melita  sp. Melita属 1 + 2 + 1 + 1 +

72 Caprella  sp. Caprella属 1 + 3 0.07 1 +
73 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ Pagurus dubius ﾕﾋﾞﾅｶﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ 1 0.02 3 0.31 1 0.02 2 0.06

74 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Palaemon  sp. Palaemon属 5 0.62 1 0.11
75 ｲﾜｶﾞﾆ Hemigrapsus sanguineus ｲｿｶﾞﾆ 13 1.47

76 Hemigrapsus penicillatus ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ 16 1.96 7 4.12 2 5.73 1 0.01 1 0.25 74 3.36 2 0.04

77 原索動物 ﾌｸﾛﾎﾞﾔ Molgula manhattensis ﾏﾝﾊｯﾀﾝﾎﾞﾔ 1 0.02
78 脊椎動物 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ Omobranchus punctatus ｲﾀﾞﾃﾝｷﾞﾝﾎﾟ 3 2.10

種類数
合　 計 347 18.38 983 723.76 453 1,217.29 425 72.16 87 5.47 1,279 197.27 52 29.04 246 80.24 358 34.11 554 122.93 203 398.43 323 6.03 1,164 3.03 1,252 10.99 382 637.49 208 35.43

注1）+表示は0.01ｇ未満を示す。

1工区-①

5 4 1017 27 23

1工区乱積部-② 1工区乱積部-③ 1工区乱積部-④

13 24

2工区-① 2工区-② 2工区-③ 2工区-④

種　　名

L-2-④L-2-③L-2-②L-2-①1工区-④1工区-③1工区-② 1工区乱積部-①

3 14 22 292 6 11 30

※各測線の定量採取地点の①は高潮帯、②は中潮帯、③は低潮帯及び④は法先部を示す。


